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伊
藤
審
査
対
策
部
長
の
司

会
の
も
と
、
は
じ
め
に
橋
本

会
長
が
挨
拶
の
中
で
「
今
次

改
定
は
複
雑
・
難
解
で
あ
り
、

非
常
に
不
満
が
残
る
も
の
で

あ
る
。
内
容
も
非
常
に
厳
し

い
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
内

科
系
医
療
機
関
に
大
幅
な
減

収
減
益
が
予
想
さ
れ
る
も
の

と
な
っ
た
。
本
会
と
し
て
は

強
く
抗
議
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

　

検
討
会
で
は
改
定
の
主
要

な
項
目
で
あ
る
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
は
届
出
様
式
・
項

目
が
複
雑
で
あ
る
た
め
、
以

前
よ
り
本
会
に
困
惑
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
改
定
の

あ
ら
ま
し
、
届
出
を
行
う
こ

と
に
必
要
な
賃
上
げ
率
、
計

算
対
象
と
な
る
職
員
、
給
与

項
目
な
ど
に
つ
い
て
整
理
。

　

現
行
保
険
証
の
廃
止
に
よ

る「
マ
イ
ナ
保
険
証
」へ
の�

一
本
化
に
関
し
、医
療
機
関
・

薬
局
、患
者
・
国
民
か
ら
の
批�

判
や
怒
り
の
声
が
一
層
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
▼
政
府
は

医
療
機
関
に
対
し
１
月
か
ら

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
件
数

に
応
じ
た
一
時
金
を
支
給
。

診
療
報
酬
改
定
で
は
「
医
療

Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備
加
算
」

を
新
設
し
た
。
さ
ら
に
３
月

の
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
率

５
・
47
％
の
低
迷
を
受
け
、

５
〜
７
月
を
「
マ
イ
ナ
保
険

証
利
用
促
進
集
中
取
組
月

間
」と
し
て
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
配
布
等
で
利
用
者
を

増
や
し
た
医
療
機
関
に
上
限

20
万
円
が
支
給
さ
れ
る
。
補�

正
予
算「
マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
促
進
・
環
境
整
備
」か

ら
の
充
当
だ
が
、責
任
転
嫁

の「
バ
ラ
マ
キ
」
で
利
用
が

進
む
は
ず
も
な
い
▼
多
く
の

国
民
は
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
に
総

論
賛
成
だ
が
、聞
く
耳
持
た

ず
の
強
引
な
弱
者
切
り
捨
て

の
各
論
に
は
大
反
対
だ
。加

え
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
で
そ
の

眼
差
し
は
一
段
と
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
。
丁
寧
な
説
明

と
具
体
的
な
改
善
策
が
示
さ

れ
な
い
限
り
マ
イ
ナ
保
険
証

へ
の
不
信
感
は
払
拭
さ
れ
な

い
▼
初
夏
の
風
物
詩
ラ
イ

ラ
ッ
ク
や
ス
ズ
ラ
ン
の
香
り

漂
う
北
海
道
の
医
療
・
介
護

の
現
場
が
リ
ラ
冷
え
や
エ
ゾ

梅
雨
に
苛
ま
れ
る
こ
と
が
な

い
こ
と
を
願
う
。�

（
Ｍ
）

し
て
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
て
い

ま
す
。
安
心
し
て
医
療
に
か

か
る
こ
と
が
で
き
る
、
現
行

の
健
康
保
険
証
を
残
す
た
め

の
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　

政
府
は
、
現
行
の
健
康
保

険
証
を
２
０
２
４
年
12
月
２

日
に
廃
止
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
は
利

用
者
数
が
数
パ
ー
セ
ン
ト
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
依
然
と

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
は
、

届
出
後
も
賃
上
げ
の
評
価
や

実
績
報
告
が
必
要
で
あ
る
た

め
注
意
を
促
し
た
。

　

初
・
再
診
料
の
項
目
で

は
、
外
来
感
染
対
策
向
上
加

算
に
つ
い
て
、
発
熱
外
来
に

代
わ
る
発
熱
患
者
等
対
応
加

算
と
抗
菌
薬
の
適
正
使
用
を

評
価
し
た
抗
菌
薬
適
正
使
用

体
制
加
算
が
新
設
さ
れ
た
こ

と
を
紹
介
。
さ
ら
に
、
マ
イ

ナ
保
険
証
利
用
率
向
上
、
電

子
処
方
箋
及
び
電
子
カ
ル
テ

情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
の
整
備

を
目
的
と
し
て
新
設
さ
れ
た

医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備
加

算
で
は
届
出
に
必
要
な
施
設

基
準
、
届
出
後
の
経
過
措
置

な
ど
を
解
説
し
た
。

　

医
学
管
理
料
で
は
大
き
な

見
直
し
で
あ
る
生
活
習
慣
病

管
理
料
の
再
編
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
た
。
特
定
疾
患
療

養
管
理
料
の
対
象
疾
患
か

ら
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、

脂
質
異
常
症
が
除
外
さ
れ
、

受
け
皿
と
な
る
生
活
習
慣
病

管
理
料（
Ⅱ
）と
の
違
い
、
施

設
基
準
な
ど
を
厚
労
省
が
通

知
し
た
疑
義
解
釈
を
踏
ま
え

詳
細
に
解
説
し
た
。

　

在
宅
医
療
に
つ
い
て
、
往

診
料
に
新
設
さ
れ
た
在
宅

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算
の
概

要
を
紹
介
。
在
宅
時
医
学
総

合
管
理
料
、
施
設
入
居
時
等

医
学
総
合
管
理
料
で
は
、
単

一
建
物
診
療
患
者
数
の
区
分

が
細
分
化
さ
れ
、
点
数
の
引

き
下
げ
が
行
わ
れ
た
と
説
明

し
た
。

　

検
査
料
で
は
、
検
体
検
査

料
の
多
く
の
項
目
で
点
数
引

き
下
げ
が
行
わ
れ
た
と
紹

介
。
ま
た
、
準
用
点
数
の
取

り
扱
い
で
あ
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
検
査
が
大

幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
収
載

さ
れ
た
と
説
明
し
た
。

　

入
院
料
関
連
で
は
、
入
院

料
の
通
則
に
意
思
決
定
支

援
に
関
す
る
指
針
と
身
体

的
拘
束
最
小
化
が
新
た
に

追
加
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
。

２
０
２
５
年
５
月
ま
で
経
過

措
置
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

各
医
療
機
関
で
指
針
等
を
整

備
す
る
よ
う
促
し
た
。

　

最
後
に
伊
藤
部
長
が
「
改

定
で
不
明
な
点
な
ど
が
あ
れ

ば
本
会
に
寄
せ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
挨
拶
し
検
討
会
は

閉
会
と
な
っ
た
。

※
集
ま
っ
た
署
名
は
本
会
に

送
付
く
だ
さ
い
。
用
紙
・
返

信
用
の
封
筒
が
必
要
な
場
合

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
Ｔ
Ｅ

Ｌ
：
０
１
１

－

２
３
１

－

６
２
８
１
）。

●請願事項
　現行の健康保険証を残してください

●締　　切
　２０２４年６月２日まで
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２
面
…
●
時
論
「
地
域
医
療
の
基
盤
が

改
定
で
崩
壊
の
危
機
」

　
　
　
●
解
説
「
新
た
な
地
域
医
療

構
想―

結
論
あ
り
き
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
」

３
面
…
●
読
者
の
ひ
ろ
ば

４
面…

●
医
科
保
険
診
療
研
究

　
　
　
●
保
険
医
こ
ぼ
れ
話

※医科開業会員の先
生には、１冊お送
りしています。

※追加で購入をご希
望の場合はお問い
合わせください。

医科点数検討会動画のご案内

URL：https://x.gd/NDsQf
ユーザー名：kaitei2024
パスワード：20240424hokkaido

点数表改定のポイント2024年6月

１冊3,000円
（税込・送料別）

　４月 24 日に開催した医科の新点数検討会につい
て、下記期間において動画配信を行っています。
　期間中、下記 URL よりアクセスいただき、ご視
聴ください。

動画視聴期間：５月31日まで

右記QRからも
ご視聴いただけます→

・医療機関に勤務していましたが、マイナカードだけだと、会社名や世帯
主の名前が入ってこないので困ったことがありました。５年ごとの更新
も忘れている人もいました。（54歳・医療事務）

・優先すべきことが他に沢山ある。（47歳・会社員）
・保険証は絶対必要です。国の愚策の代表です。（55歳・医療関係）
・マイナンバーカードは初期につくりましたが全く使用することがなく、
更新の時に暗証番号を忘れて面倒でした。更新手続きがマイナ保険証と
カードで差があるのも問題と感じてます。マイナンバーカードで様々な
サービスが充実して受けられ、管理体制が確立するまで保険証は必要で
す。（53歳・看護師）

・システム不十分問題ばかりおきている！！高齢者に活用は無理（61歳・
事務）

・保険証を廃止するメリットがまったくわかりません。（46歳・主婦）

　クイズ全問にご解答いただいた方の中から抽
選でダイソンなどの豪華景品をプレゼント！ 
先生方の待合室に応募ハガキを置いて是非ご活
用ください。
締切：2024年６月 30日（当日消印有効）
　届けられたハガキの中から、保険証が廃止さ
れることについてのご意見を一部抜粋してご紹
介します。

1等
ダイソン
コードレスクリーナー

　
４
月
24
日
、
施
設
設
備
不
良
で
開
催
中
止
と
な
っ
た
医
科
点
数
検
討
会
を

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催
し
た
。
当
日
は
全
道
か
ら
１
２
０
件
の
個
人
・
施
設
の
参
加

が
あ
っ
た
。
検
討
会
で
は
資
料
に
「
点
数
表
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
示
し
審

査
対
策
部
の
担
当
役
員
が
講
師
を
務
め
、
今
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
内
容
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

集
ま
っ
た
署
名
を
送
付
く
だ
さ
い

私
た
ち
の
声
で
保
険
証
を
残
そ
う
！

複
雑
な
内
容
に
困
惑
の
声

改
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

医科点数
検 討 会
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24
年
度
診
療
報
酬
改
定

は
、施
行
時
期
が
２
カ
月
後

ろ
倒
し
と
な
り
、６
月
か
ら

の
施
行
と
な
る
。急
激
な
イ

ン
フ
レ
下
で
の
物
価
高
騰

の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
、

公
定
価
格
で
あ
る
診
療
報

酬
の
引
き
上
げ
を
通
じ
て
、

医
療
・
介
護
の
就
業
者
約

９
０
０
万
人
に
対
す
る
賃

上
げ
の
実
現
に
向
け
て
大

き
な
前
進
が
期
待
さ
れ
た
。

し
か
し
本
体
改
定
率
プ
ラ

ス
０
・
88
％
と
い
う
少
な

さ
の
み
な
ら
ず
、そ
の
内
容

も
我
々
の
期
待
を
大
き
く

裏
切
る
も
の
で
あ
る
。

　

医
科
で
の
焦
点
の
一
つ

は
「
生
活
習
慣
病
を
中
心

と
し
た
管
理
料
、
処
方
箋

料
等
の
再
編
等
の
効
率

化
・
適
正
化
」
と
し
て
改

定
率
マ
イ
ナ
ス
０
・
25
％
、

医
療
費
と
し
て
１
２
０�

０
億
円
の
削
減
で
あ
る
。

特
定
疾
患
療
養
管
理
料
の

算
定
疾
患
か
ら
３
疾
患

（
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
脂

質
異
常
症
）
が
除
外
さ
れ

実
質「
廃
止
」さ
れ
た
。
内

科
系
診
療
所
で
は
再
診
回

数
に
対
す
る
本
管
理
料
の

算
定
割
合
が
67
・４
％（
社

会
医
療
診
療
行
為
別
統
計

22
年
６
月
審
査
分
）
と
大

き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
る
。

　

保
団
連
の
試
算
で
は
、

３
疾
患
の
算
定
を
す
べ
て

そ
の
受
け
皿
と
し
て
新
設

さ
れ
た
生
活
習
慣
病
管
理

料（
Ⅱ
）
に
移
行
で
き
た

場
合
で
も
、
１
医
療
機
関

あ
た
り
月
額
18
・
６
万

円
、
年
間
２
２
３
万
円
の

減
収
と
な
る
。
こ
れ
は
内

科
系
診
療
所
に
対
す
る
大

規
模
な
リ
ス
ト
ラ
策
と
言

え
る
。

　

昨
年
の
医
療
経
済
実
態

調
査
で
は
、
医
科
診
療
所

（
医
療
法
人
）
の
約
25
％
、

１
万
件
が
赤
字
と
の
結
果

が
出
て
い
る
。
外
来
患
者

数
の
増
加
が
見
込
め
な
い

人
口
減
少
地
域
で
は
、
よ

り
減
収
・
赤
字
基
調
に
な

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
、
地

域
医
療
に
大
打
撃
を
与
え

る
恐
れ
が
あ
る
。

　

ま
た
本
体
財
源
の
原
資

の
大
半
は
、
医
療
従
事
者

の
賃
上
げ
・
ベ
ア
対
応
に

使
用
さ
れ
る
が
、
一
般
産

業
の
平
均
賃
金
水
準
に
は

程
遠
く
、
人
手
不
足
解
消

に
繋
が
る
期
待
は
で
き
な

い
。
さ
ら
に
入
院
食
の
基

準
額
引
き
上
げ
は
す
べ
て

患
者
負
担
増
で
あ
る
。
そ

の
他
の
僅
か
な
引
き
上
げ

分
は
医
療
機
関
に
と
っ
て

負
担
が
大
き
く
成
果
主
義

を
課
し
た
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
改
定
は
医
療
機

関
の
経
営
状
況
を
さ
ら
に

悪
化
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、

医
療
職
の
十
分
な
賃
金
上

昇
に
は
繋
が
ら
ず
、
患
者

負
担
の
増
加
や
医
療
Ｄ
Ｘ

の
強
要
を
求
め
る
も
の
で

断
じ
て
容
認
で
き
な
い
。

２
０
４
０
年
を
見
据
え
た

２
０
４
０
年
を
見
据
え
た

��

制
度
整
備

制
度
整
備

　

現
構
想
は
、
団
塊
の
世
代

が
75
歳
に
達
し
、
後
期
高
齢

者
に
必
要
な
医
療
の
需
要
が

増
大
す
る
「
２
０
２
５
年
問

題
」
に
対
応
す
る
た
め
の
も

の
。
こ
の
た
め
10
年
以
上
、

病
床
機
能
報
告
が
行
わ
れ
て

き
た
。
現
役
世
代
の
減
少
に

よ
り
、
保
険
料
や
税
を
通
し

た
財
政
面
で
の
支
え
手
と
、

働
き
手
と
し
て
の
支
え
手
が

減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
入
院

医
療
を
主
軸
に
将
来
人
口
推

計
を
も
と
に
必
要
と
な
る
病

床
数（
病
床
の
必
要
量
）
を

割
り
出
し
病
床
数
の
削
減
な

ど
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

２
０
４
０
年
に
か
け
て

も
、
同
様
に
医
療
と
介
護
が

必
要
と
な
る
人
が
急
増
し
、

現
役
世
代
の
減
少
・
支
え
手

の
減
少
の
深
刻
化
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
地

域
医
療
構
想
に
関
す
る
議
論

が
始
ま
っ
た
。

　

新
た
な
構
想
の
策
定
に
関

す
る
議
論
は
、
現
構
想
と
は

別
に
検
討
会
が
設
置
さ
れ
、

２
０
２
４
年
中
の
結
論
を
目

指
す
表
。

入
院
以
外
も
整
備
の
対
象

入
院
以
外
も
整
備
の
対
象

　

厚
労
省
は
、
検
討
会
で
策

定
に
向
け
た
課
題
を
提
示
し

た
図
１
。２
０
２
５
年
の
病

床
の
必
要
量
は
計
画
通
り
の

数
量
に
収
ま
る
見
込
み
で
あ

る
が
、
機
能
別
の
内
訳
に
つ

い
て
は
と
く
に
回
復
期
、
急

性
期
病
床
で
乖
離
が
あ
る
と

報
告　
　
　

。
各
地
域
に
目

図
２

を
向
け
る
と
地
域
間
の
取
り

組
み
状
況
に
大
き
な
ば
ら
つ

き
が
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ
た
。

　

病
床
数
に
つ
い
て
は
、
構

成
員
か
ら
「
病
院
の
病
床
稼

働
率
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準

に
戻
っ
て
い
な
い
」「
高
齢
者

が
増
加
す
る
一
方
で
病
床
稼

働
率
は
上
が
っ
て
い
な
い
」

こ
と
を
考
慮
す
べ
き
と
の
意

見
が
出
さ
れ
て
お
り
、
今
後

示
さ
れ
る
必
要
病
床
数
の
推

計
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、効
果
的
・
効
率
的
な

入
院
医
療
の
実
現
の
た
め
に

は
、
早
期
の
退
院
に
加
え
て

「
退
院
後
の
在
宅
医
療
、
外

来
医
療
体
制
」「
介
護
提
供
体

制
」
な
ど
の
整
備
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
し
た
。医
療
・

介
護
ニ
ー
ズ
を
抱
え
る
高
齢

者
が
増
え
る
中
、
各
サ
ー
ビ

ス
を
総
合
的
に
管
理
が
可
能

な
か
か
り
つ
け
医
機
能
の
充

実
も
論
点
の
１
つ
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。今
次
診
療
報
酬
改

定
で
見
送
ら
れ
た
、か
か
り
つ

け
医
の
法
制
化
に
向
け
た
一

歩
と
な
ら
な
い
よ
う
注
視
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

マ
ン
パ
ワ
ー
の

マ
ン
パ
ワ
ー
の

��

不
足
も
課
題
に

不
足
も
課
題
に

　

医
師
の
働
き
方
改
革
が
始

ま
り
、
少
子
化
が
進
む
中
で

「
医
療
、介
護
人
材
を
ど
う
確

保
し
て
い
く
か
」
も
重
要
な

課
題
の
１
つ
と
な
る
こ
と
か

ら
、
地
域
医
療
構
想
、
医
師

偏
在
対
策
、
医
師
の
働
き
方

改
革
は
一
体
的
に
推
進
す
る

べ
き
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、

検
討
会
で
は
医
師
偏
在
対
策

も
協
議
の
対
象
と
な
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
構
成
員

か
ら
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
遠
隔
医

療
の
推
進
が
提
案
さ
れ
た
ほ

か
「
診
療
科
間
の
偏
在
の
是

正
」「
看
護
職
や
医
療
職
の

需
給
推
計
」が
要
望
さ
れ
た
。

さ
ら
に
現
構
想
の
関
連
Ｗ
Ｇ

で
は
推
進
区
域
・
モ
デ
ル
区

域
の
設
定
と
い
っ
た
議
論
が

進
め
ら
れ
て
お
り
「
各
地
域

が
機
械
的
に
あ
て
は
め
ら
れ

る
可
能
性
が
心
配
さ
れ
る
」

「
都
道
府
県
と
十
分
な
検
討

協
議
が
必
要
」
と
の
意
見
も

出
さ
れ
、
慎
重
な
議
論
を
求

め
る
声
も
あ
っ
た
。

◇　

◇　

◇

　

検
討
会
で
は
新
た
な
構
想

の
実
現
に
あ
た
り
財
政
的
な

支
援
強
化
の
論
点
が
示
さ
れ

て
お
ら
ず
、
実
効
性
の
あ
る

政
策
展
開
と
な
る
か
今
後
の

動
向
に
は
注
意
が
必
要
だ
。

現
行
の
地
域
医
療
構
想
は
、

十
分
な
準
備
期
間
を
経
て
動

き
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、新

た
な
構
想
は
、
現
構
想
の
総

括
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な

い
中
で
取
り
ま
と
め
を
行
う

な
ど
性
急
の
感
が
否
め
な
い
。

そ
し
て
制
度
設
計
に
あ
た
っ

て
は
地
域
性
を
配
慮
し
つ
つ
、

医
療
関
係
者
・
患
者
の
混
乱

を
生
ま
な
い
よ
う
、
丁
寧
な

議
論
が
行
わ
れ
る
べ
き
だ
。

28.4万床

40.1万床

13.0万床

37.5万床

21.0万床

53.3万床

15.8万床

図２  病床機能報告から見る病床量の推移（厚労省資料より抜粋）

〇各構想区域の2025年の
病床の必要量について、病床
機能ごとに推計し、都道府県
が地域医療構想を策定。

〇各医療機関から都道府県
に、現在の病床機能と2025
年の方向性等を報告。

〇将来の病床の必要量を踏
まえ、地域の関係者が地域医
療構想調整会議（二次医療圏
が多数）で協議。

〇都道府県は地域医療介護
総合確保基金等を活用して
支援。 

○ 2025年の病床の必要量に病床の合計･機能別と
も近付いているが、構想区域ごと･機能ごとに乖離。

○ 将来の病床の必要量を踏まえ、各構想区域で病床
の機能分化･連携が議論されているが、外来や在宅医
療等を含めた、医療提供体制全体の議論が不十分。

○ 医療･介護の複合ニーズを抱える85歳以上が増大
する中、在宅を中心に入退院を繰り返し最後は看取り
を要する高齢者を支える医療を提供する必要。その
際、かかりつけ医機能の確保、在宅医療の強化、介護
との連携強化等が必要。

○ 2040年までみると、都市部と過疎地等で、地域ご
とに人口変動の状況が異なる。

○ 生産年齢人口の減少等がある中、医師の働き方改
革を進めながら、地域で必要な医療提供体制を確保
する必要。

など　　

図１  新たな構想の現状と課題

表  新たな構想のスケジュール

夏〜秋
ごろ

2024年
3月

年末

2025年

2026年

検討会開始

・関係団体からのヒアリングなど

中間まとめ

・制度改正の具体的な内容に関する議論

最終まとめ（予定）

新たな地域医療構想に関する
ガイドラインの検討・発出

新たな地域医療構想の検討・策定

・夏頃推進区域 ・モデ
ル推進区域 （仮称）
の設定

・現在の地域医療構想
に関する検討会の議
論の経過、 評価 ・課
題などを報告

地
域
医
療
の
基
盤
が

改
定
で
崩
壊
の
危
機

解
　
説

新たな地域医療構想―新たな地域医療構想―
結論ありきのスケジュール結論ありきのスケジュール

　
厚
労
省
は
、
新
た
な
地
域
医
療
構
想
の
策
定
に
関
す
る
議
論
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。
年
内
に
と
り
ま
と
め
を
行
い
、
２
０
２
７
年
度
か
ら
新
た
な
構
想
に

向
け
た
医
療
提
供
体
制
改
革
を
目
指
す
。
２
０
２
５
年
を
目
指
し
た
現
在
の

地
域
医
療
構
想（
現
構
想
）
で
は
「
主
に
入
院
医
療
の
機
能
改
革
」
を
行
っ

て
き
た
が
、
か
か
り
つ
け
医
機
能
や
在
宅
医
療
な
ど
も
含
め
た
策
定
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。

かかりつけ医機能や在宅医療も加味した改革
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４
月
27
日
、
２
０
２
４
年

度
理
事
・
支
部
長
会
を
開
催

し
た
。
冒
頭
、
橋
本
会
長
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移

行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
中
止

と
な
っ
て
い
た
、
支
部
の
研

修
会
や
活
動
も
活
発
に
な
っ

て
き
た
。
一
方
で
保
険
証
の

廃
止
問
題
な
ど
医
療
を
取
り

巻
く
環
境
は
刻
々
と
変
化
し

て
い
る
。
本
会
の
今
後
の
活

動
な
ど
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
議

論
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ

た
。
続
い
て
代
議
員
総
会
の

運
営
次
第
を
は
じ
め
、
代

議
員
総
会
に
提
案
さ
れ
る

２
０
２
３
年
度
活
動
報
告
と

決
算
な
ら
び
に
２
０
２
４
年

活
動
方
針
と
予
算
に
つ
い
て

検
討
が
行
わ
れ
た
。

　

次
に
２
０
２
４
年
度
活
動

方
針
に
つ
い
て
も
審
議
さ

れ
、
国
民
の
暮
ら
し
や
健
康

を
最
優
先
と
し
た
社
会
保
障

の
充
実
・
改
善
を
求
め
て
い

く
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
、
提
案
が

承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
各
支

部
で
行
事
を
開
催
す
る
場
合

な
ど
に
、
支
部
の
活
動
費
が

不
足
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
と
の
意
見
を
う
け
、
執
行

部
よ
り
「
支
部
活
性
化
助
成

費
」
を
本
部
か
ら
支
給
す
る

こ
と
に
つ
い
て
提
案
が
あ

り
、
承
認
さ
れ
た
。

　

佐
藤
財
政
部
長
か
ら
２
０�

２
３
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
、

芦
田
総
務
部
長
か
ら
は
２
０�

２
４
年
年
度
収
入
支
出
予
算
、

２
０
２
５
年
度
４
・
５
月
期

の
予
算
に
関
す
る
提
案
が
あ

り
、
代
議
員
総
会
に
提
出
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
伴
組
織
部
長
か

ら
未
入
会
員
の
組
織
拡
大
に

向
け
た
説
明
が
行
わ
れ
終
了

し
た
。

　

私
は
、
特
段
の
趣
味
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
細
々
と
、
な

ん
と
な
く
続
い
て
い
る
の
が

海
釣
り
で
す
。

　

今
か
ら
50
年
以
上
前
に
な

り
ま
す
が
、小
学
生
の
こ
ろ
、

旭
川
の
忠
別
川
の
そ
ば
に
住

ん
で
お
り
ま
し
た
。
と
き
ど

き
父
に
連
れ
ら
れ
て
、
裏
の

忠
別
川
に
川
釣
り
に
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　

釣
り
と
い
っ
て
も
、
釣
れ

る
魚
は
、
決
ま
っ
て
ウ
グ
イ

の
み
で
し
た
が
、
内
陸
で
生

ま
れ
育
っ
た
私
と
し
て
は
、

生
き
て
い
る
魚
自
体
が
興
味

の
対
象
で
、
釣
り
上
げ
た
ウ

グ
イ
を
自
宅
の
小
さ
な
池
に

放
し
て
し
ば
ら
く
飼
っ
て
み

た
り
し
て
お
り
ま
し
た
（
管

理
が
わ
る
い
た
め
か
、
数
日

で
死
ん
で
し
ま
う
の
で
す
が

…
…
）。

　

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
魚
と

の
縁
は
な
く
過
ご
し
て
い
た

の
で
す
が
、
40
歳
代
に
な
っ

た
こ
ろ
に
、
思
い
立
っ
て
海

釣
り
に
出
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
度
は
、
な
ん

と
か
食
べ
ら
れ
る
魚
を
求
め

て
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
…
…
。

　

遠
征（
？
）
先
は
、
一
番

近
く
の
留
萌
の
海
で
す
。
主

に
カ
レ
イ
が
対
象
魚
と
な
り

ま
す
が
、
一
度
だ
け
タ
コ
を

釣
り
上
げ
損
な
っ
た
こ
と
が

あ
り
、
い
ま
で
も
心
残
り

（
？
）
で
す
。

　

そ
の
後
は
、
室
蘭
、
さ
ら

に
北
見
と
勤
務
先
が
変
わ
り

ま
し
た
が
、
太
平
洋
の
海
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
で
カ
レ
イ

は
基
本
の
魚
、
そ
の
ほ
か
に

サ
ケ
、
ホ
ッ
ケ
、
ア
イ
ナ
メ
、

ソ
イ
な
ど
、
ど
れ
も
美
味
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
港
や

防
波
堤
で
の
釣
り
で
し
た

が
、大
物
を
求
め
て
、船
釣
り

に
も
何
度
も
（
？
）
挑
戦
し

て
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
船

酔
い
が
ど
う
し
て
も
克
服
で

き
ず
、最
近
で
は
、「
陸
釣
り
」

専
門
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

10
年
前
に
札
幌
で
開
業
し

て
か
ら
は
、
小
樽
港
を
中
心

と
し
て
、
イ
ワ
シ
、
ホ
ッ
ケ
、

ニ
シ
ン
な
ど
の
回
遊
魚
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。
加
齢
と
と

も
に
、
効
率
的
な
釣
行
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
、
情
報
を

重
ん
じ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
十

分
と
な
っ
た
と
き
に
集
中
的

に
陸
釣
り
に
出
か
け
る
よ
う

に
心
が
け
て
お
り
ま
す
が
、

な
か
な
か
ボ
ウ
ズ
の
こ
と
も

多
く
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

上
級
者
の
仲
間
に
入
れ
ま
せ

ん
。

の
レ
ン
ガ
に
蓄
熱
す
る
暖
房

器
具
）
で
常
に
暖
か
く
寒
冷

地
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
さ
せ

て
く
れ
た
。
地
下
の
室
に
は

漬
物
樽
や
燻
製
や
魚
介
類
が

大
き
な
冷
凍
庫
に
保
管
さ
れ

て
お
り
、
物
置
を
兼
ね
た
薄

暗
く
縦
に
長
い
そ
こ
は
、
子

ど
も
達
の
格
好
の
探
検
の
場

で
あ
っ
た
。
猫
と
共
に
い
つ

も
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
、
常

に
周
り
に
ヒ
ト
が
集
ま
る
穏

や
か
で
居
心
地
の
良
い
空
間

で
あ
っ
た
。
す
で
に
叔
母
は

故
人
と
な
り
、
家
も
売
却
さ

れ
て
し
ま
っ
た
が
、
今
で
も

“
家
”
と
い
え
ば
、
そ
こ
の

暮
ら
し
を
思
い
出
す
。

　

現
実
、
確
か
に
大
き
な
窓

か
ら
樹
々
は
見
え
、
四
季
の

移
ろ
い
は
感
じ
や
す
い
環
境

に
あ
る
。
キ
ー
ン
と
い
う
機

械
音
や
家
族
連
れ
の
賑
や
か

な
声
に
溢
れ
た
空
間
で
は
あ

る
が
、
日
々
手
を
動
か
す
作

業
に
没
頭
し
て
い
る
。
暖
房

の
き
い
た
空
間
で
珈
琲
ブ
レ

イ
ク
も
し
て
い
る
…
。
家
の

窓
か
ら
見
る
は
ず
だ
っ
た
朝

焼
け
を
バ
ス
の
車
窓
か
ら

見
、
降
り
立
っ
た
地
で
牧
場

の
香
り
を
か
ぎ
な
が
ら
「
今

日
も
朝
日
が
綺
麗
だ
、
き
っ

と
良
い
日
に
違
い
な
い
！
」

と
日
々
職
場
へ
歩
を
進
め
る

今
日
こ
の
頃
。

　

理
想
と
は
少
し
違
う
気
も

す
る
が
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
と

い
え
ば
、
そ
う
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
あ
と
は
、
同
じ
よ

う
に
居
心
地
の
良
い
空
間
だ

と
思
う
人
が
増
え
る
よ
う
に

努
力
す
れ
ば
、
理
想
の
暮
ら

し
に
近
づ
く
か
し
ら
。

　

し
か
し
、
釣
り
針
に
魚
が

食
い
つ
い
た
と
き
の
独
特
の

感
覚
が
、
私
を
海
釣
り
に
誘

い
ま
す
の
で
、こ
れ
か
ら
も
、

気
ま
ま
に
陸
釣
り
に
出
か
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
理
想
の
暮
ら

し
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
友
人

と
「
縁
側
で
猫
を
膝
に
の
せ

て
、
お
茶
を
飲
ん
で
い
る
姿

が
イ
メ
ー
ジ
だ
よ
ね
」「
え
、

そ
れ
は
す
で
に
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
で
は
…
…
」
と
会
話
を
し

た
頃
よ
り
数
十
年
。
私
の
理

想
を
言
葉
で
表
す
と
、今
流

行
り
の“
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
”

が
近
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

小
さ
く
と
も
良
い
の
で
、

大
き
な
窓
の
あ
る
樹
々
の
見

え
る
部
屋
に
住
み
、
自
然
の

風
や
鳥
の
さ
え
ず
り
に
和

む
。
珈
琲
の
香
り
を
感
じ

つ
つ
、
趣
味
の
金
継（
き
ん

つ
ぎ
）
の
作
業
に
没
頭
し
、

シ
ュ
ッ
シ
ュ
ッ
と
い
う
音
だ

け
が
流
れ
る
空
間
。
家
庭
菜

園
の
野
菜
を
収
穫
し
て
、
暖

炉
で
暖
ま
り
つ
つ
食
卓
を

囲
む
。
よ
く
考
え
て
み
る

と
、
そ
れ
は
親
戚
の
叔
母
の

家
を
思
い
出
さ
せ
る
。
田
舎

で
は
あ
っ
た
が
、
小
さ
い
な

が
ら
庭
が
あ
り
、
家
の
中
は

ペ
チ
カ
（
薪
を
焚
い
て
本
体

常用点数早見表（病院用/診療所用）
各500円

新点数・介護報酬Q&A
1,500円

医 

科
医 

科

歯 

科
歯 

科

2024年改定の要点と解説
2,000円

歯科点数早見表
500円

いずれも税込・送料別。本号に①および②（医科開業会
員）、③（歯科会員）を同封しています。

ご注文は本会事務局まで（TEL：011-231-6281）

共
済
制
度
の
ご
案
内
動
画

Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
か
ら

　
　
　
　
視
聴
で
き
ま
す

※2024年1月1日現在
※配当があった場合
　にはさらに上乗せ！
　2022年は0.042％の
　上乗せがありました

代議員総会に向け
　　本会の活動報告・方針を議論

2024年度　理事・支部長会釣
り
に
つ
い
て

釣
り
に
つ
い
て

札
幌
支
部　
い
と
う
ひ
ろ
し
内
科
・

糖
尿
病
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

伊い
と
う藤　

博ひ
ろ
し史

理
想
の
暮
ら
し

理
想
の
暮
ら
し

札
幌
支
部　
え
べ
つ
の
杜
こ
ど
も
歯
科

種た
ね
い
ち市　

梨り

さ紗
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施設基準の届出について

　2024年度診療報酬改定で新設・経過措置など別に届出時期を設けて
いるものがあります。下記に届出時期別に概要を掲載するのでご確認く
ださい。（2024 年４月 30日時点）

●施設基準が改定され改めて届出が必要なもの

　＜初・再診料＞
　　○再診料の地域包括診療加算
　＜入院基本料＞
　　○一般病棟入院基本料（急性期一般入院料６及び地域一般入院基本

料を除く）
　　○結核病棟入院基本料（７対１入院基本料に限る）
　　○特定機能病院入院基本料（一般病棟：７対１入院基本料に限る）
　　○専門病院入院基本料（７対１入院基本料に限る）
　　○有床診療所療養病床入院基本料
　＜入院基本料等加算＞
　　○総合入院体制加算１～３
　　○急性期看護補助体制加算
　　○看護職員夜間配置加算
　　○看護補助加算
　　○入退院支援加算１
　＜特定入院料＞
　　○救命救急入院料２及び４
　　○特定集中治療室管理料１～４
　　○ハイケアユニット入院医療管理料１～２
　　○地域包括ケア病棟入院料及び地域包括ケア入院医療管理料
　　○回復期リハビリテーション病棟入院料１及び３
　　○特定一般病棟入院料（地域包括ケア１～３）
　＜医学管理料＞
　　○地域包括診療料
　　○外来腫瘍化学療法診療料１

　＜初・再診料＞
　　○初診料の外来感染対策向上加算
　＜入院基本料等加算＞
　　○感染対策向上加算１～３

　＜入院基本料等加算＞
　　○急性期充実体制加算１～２

（2025 年５月 31 日まで、外来における化学療法の実施促進体制
の基準を満たすものとする）

　　○超急性期脳卒中加算
　＜特定入院料＞
　　○救命救急入院料１及び３
　　○脳卒中ケアユニット入院医療管理料
　　○小児特定集中治療室管理料
　　○新生児特定集中治療室管理料
　　○総合周産期特定集中治療室管理料
　　○回復期リハビリテーション病棟入院料２

　＜入院基本料＞
　　○精神病棟入院基本料（10 対１入院基本料及び 13 対１入院基本

料に限る）
　＜入院基本料等加算＞
　　○急性期充実体制加算１及び２（許可病床数 300 床未満に限る）

（2026 年５月 31 日まで、手術等の実績については改定前の取り
扱いとする）

　　○急性期充実体制加算１
（2026 年５月 31日まで、「心臓胸部大血管手術 100 件／年以上」
の実績を満たしているものとみなす）

　＜特定入院料＞
　　○精神科救急期治療病棟入院料１～２
　　○児童・思春期精神科入院医療管理料
　＜処置料＞
　　○処置の通則に掲げる休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１

●新設された施設基準のうち、届出後に注意が必要な項目
　○医療DX推進体制整備加算
　　※施設基準のうち「国等が提供する電子カルテ情報共有サービスに

より取得される診療情報等を活用する体制を有していること」に
ついては届出時点で具体的な導入予定等が不明であっても、経過
措置が設けられている2025年９月30日までの期間は算定可能。

　　※施設基準のうち「電子処方箋により処方箋を発行できる体制を有
していること」については届出時点で具体的な導入予定等が不明
であっても、経過措置が設けられている 2025 年 3 月 31 日まで
の期間は算定可能。

　　◎上記 2 件については、経過措置後も導入が出来ていない場合は、
本加算の取り下げを行わなければならない。

　（1）2024年 10月１日以降算定する場合はそれまでに届け出る項目

　（3）2025年６月１日以降算定する場合はそれまでに届け出る項目

　（4）2026年６月１日以降算定する場合はそれまでに届け出る項目

　（2）2025年１月１日以降算定する場合はそれまでに届け出る項目

　

守
破
離
と
は
、
日
本
の
茶

道
や
武
道
な
ど
の
芸
道
・
芸

術
に
お
け
る
師
弟
関
係
の
あ

り
方
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
の
修
業
に
お
け

る
過
程
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　
「
守
る
」
と
は
、
師
匠
の

教
え
を
学
び
そ
し
て
忠
実
に

守
り
真
似
を
す
る
こ
と
で

す
。
ど
ん
な
修
行
も
こ
の
守

る
か
ら
始
ま
り
そ
れ
が
、
型

と
な
り
ま
す
。
誰
に
学
ん
だ

か
と
い
う
こ
と
で
、
流
派
と

呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
破
る
」
と
は
、
そ
の
型

を
守
り
な
が
ら
、
師
匠
や
他

者
の
良
い
と
こ
ろ
を
取
り
入

れ
て
、
自
分
な
り
に
成
長
し

て
い
く
過
程
で
す
。
い
わ
ゆ

る
“
破
り
”
と
言
わ
れ
ま
す
。

反
対
に
型
が
完
成
し
て
い
な

い
の
に
型
を
破
る
と
“
型
な

し
”
と
言
わ
れ
、
亜
流
と
み

な
さ
れ
ま
す
。

　
「
離
れ
る
」と
は
、
鍛
錬
と

修
行
を
重
ね
て
師
匠
か
ら
学

ん
だ
既
存
の
型
か
ら
離
れ
、

自
分
な
り
の
型
と
融
合
し
、

新
し
い
型
を
突
き
詰
め
て
い

く
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
り

そ
の
型
は
そ
の
人
の
流
儀
に

な
り
、新
し
い
流
派
が
作
ら
れ

ま
す
。
守
破
離
は
１
人
前
に

な
る
た
め
の
一
本
道
で
、
ア

ナ
ロ
グ
で
時
間
が
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
幼
い
頃
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
に
囲
ま
れ
、
そ
れ
ら

を
使
い
こ
な
す
Ｚ
世
代
は
、

生
き
方
・
考
え
方
が
異
な
っ

て
い
ま
す
。
１
つ
の
こ
と
に

長
時
間
消
費
す
る
の
で
は
な

く
、
複
数
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

並
行
し
て
消
費
し
ま
す
。
ス

マ
ホ
と
パ
ソ
コ
ン
の
同
時
視

聴
な
ど
、
マ
ル
チ
タ
ス
ク
で

複
数
の
情
報
を
同
時
に
処
理

し
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
マ
ル

チ
タ
ス
ク
は
タ
イ
パ
（
タ
イ

ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
／
時
間

対
効
果
）
を
重
視
し
ま
す
。

動
画
の
倍
速
視
聴
や
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
収
集
や
検

索（
本
や
人
に
聞
く
よ
り
早

い
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
移
動

時
間
・
待
ち
時
間
が
な
い
）、

ネ
タ
バ
レ
消
費
を
好
む
（
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
あ

ら
か
じ
め
知
っ
て
お
き
失
敗

を
回
避
）
等
で
す
。

　

労
力
を
無
駄
に
せ
ず
、
最

大
の
効
果
を
得
て
成
功
し
た

い
と
考
え
る
こ
と
は
決
し
て

悪
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
タ
イ
パ
の

効
率
が
良
け
れ
ば
、
自
分
が

自
由
に
時
間
を
使
え
る
の

で
、
そ
の
時
間
を
ア
ナ
ロ
グ

的
な
も
の
を
一
つ
シ
ン
グ
ル

タ
ス
ク
と
し
て
、
集
中
し
て

取
り
組
む
こ
と
で
、“
結
果

で
は
な
い
過
程
が
大
切
”
と

い
う
言
葉
に
辿
り
着
い
て
欲

し
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
小
堀
）

〈
４
月
〉

24
日　

�

医
科
新
点
数
検
討
会

（
ウ
ェ
ブ
）

27
日　

�

２
０
２
４
年
度
理

事
・
支
部
長
会
兼
第

一
回
理
事
会

■�

２
０
２
４
年
度
理
事
・
支

部
長
会
兼
第
一
回
理
事
会

日
時　

４
月
27
日（
土
）

場
所　

�

札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
（
ウ
ェ
ブ
併
用
）

協
議
事
項

①�

５
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

第
12
回
代
議
員
総
会
の
式

次
第
及
び
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

③�
２
０
２
３
年
度
総
括
活
動

報
告
、
各
部
活
動
報
告

（
案
）
に
つ
い
て

④�

２
０
２
４
年
度
総
括
活
動

方
針
、
各
部
活
動
方
針

（
案
）
に
つ
い
て

⑤�

２
０
２
３
年
度
収
入
支
出

決
算
見
込
み
に
つ
い
て

⑥�

２
０
２
４
年
度
収
入
支
出

予
算
、２
０
２
５
年
度
４・

５
月
期
収
入
支
出
予
算
に

つ
い
て

⑦
総
会
決
議
文
に
つ
い
て

⑧�

２
０
２
４
年
度
支
部
長
会

の
開
催
に
つ
い
て

⑨
そ
の
ほ
か

末
松　

克
美
先
生

２
月
９
日
ご
逝
去（
91
歳
）

清
水　

祥
三
先
生

３
月
５
日
ご
逝
去（
83
歳
）

武
田　

郁
彦
先
生

４
月
６
日
ご
逝
去（
87
歳
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

割安な保険料で最高
随時申込受付中（通常：申込月の３カ月後１日加入）

タ
イ
パ
の
良
い
守
破
離
は
あ
る
か

保
険
医
会
の
動
き

理
事
会
だ
よ
り

会

員

訃

報


